
背景

これまで行ってきた研究

電子カルテ文章の言語処理手法を開発
コロナ社から専門書（単著）を出版（校正中）

国際ワークショップ４回を主催
IJCNLP MedNLP, NTCIRx3

科研費若手（A）x2，さきがけ
応用例：

症例報告検索（日本内科学会）
副作用マイニング（富士ゼロックス）
診断支援（自治医大）

Twitterを用いた疾患流行の把握技術を開発
記事多数（「岩波データサイエンス」「日
本語学」「実験医学」など）
博物館での学術展示 × 2件

東京大学医学博物館，国立科学博物館
主要文献の被引用数は280件

EMNLPにおける日本人最多被引用数
応用例：

風邪流行予測（エスエス製薬）
花粉症予測（ニフティ）
食中毒（群馬県）

AMED 「迅速・網羅的病原体ゲノム解析法
の開発 及び感染症危機管理体制の構築に資
する研究班会議」

AMED唯一のSNSの直接的医療応用

患者／障がい者の語りの解析
特許出願
PLoSONEなど英文誌4報
山下記念賞 x 2
新学術領域研究「脳・生活・人生の統合的
理解にもとづく思春期からの主体価値発展
学」
挑戦的萌芽

2015年から講演20回
受賞30賞

）

析析法法法法
に資資

「日日

NHKなどTV取材多数
NAIST学生（NL研優秀賞，
COLING採択）
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自然言語処理
Natural Language Processing 

(NLP)
コンピュータで人間の言語を扱う研究
親戚分野
画像処理，音声処理
画像／音声は視覚／聴覚器官を持つ動物も処
理可能
言語は（おそらく）人間だけが処理できる

人間のもっとも人間らしい能力である言
語能力を機械で再現したい

言語処理の歴史
1950年代

機械翻訳の研究が本格的に開始
1960年代

ALPACレポート
1980年代

かな漢字変換
2000年代

Google検索
機械翻訳の再隆盛

2010年代 ？

処理の歴史

が本格的に開始

史

自然言語処理の基礎技術と応用技
術
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言葉を扱う難しさ

Twitterを扱う
ブログを扱う
おわりに

What’s this?

Wikipediaの「兎」の形態

文字情報から「兎」の形態は再現可能か? 
（  コンピュータと同条件）



背景
２つの知見

（１）みんな 絵が下手である
（２）テキストだけでは現実は分からないか
もしれない

What’s this?

耳介が大型

鼻には縦に割れ目

門歯は発達し
一生伸びつづけ

毛細血管

ヒゲがない

足がたりない

かわいくない

認知言語学がいう２つのバイアス

プロトタイプ効果
(Prototype-effect) 

その動物のもっとも特徴的な部分があたる
従来「プロトタイプ効果 (Lakoff1987)として説明
されてきた現象

共通性効果
(Commonality Effect)

同カテゴリとの差異でない属性は，めったに言語
化されない

→ 差異のみが記述される

保田祥，岡本雅史，荒牧英治: テキスト世界と現実世界の差異 ―動物の部
位分布における３つのプロトタイプ効果―, 認知言語学論考12, ひつじ書
房, 2014.

保
位
房

耳介が大型

毛細血管

ヒゲ

足

背景はじめに
Twitterを扱う
つぶやきで病気を捉える
つぶやきに含まれるデマ

ブログを扱う
おわりに

医療情報のデータの規模 vs Webデータ
（当研究室の事例をもとに）



放放送大学「ソーシャルシティ」講義資料より

TRAP Model
1. 人々は新しいイベントを好み，すでに

広まったイベントには興味を失う
2. 情報の広がりは間接的な情報量に関連する

Direct Information

Indirect Information

Direct Information

Positive Negative Trapped
Sensor

共通性効果を考慮したモデル

Aramaki E1,  Wakamiya S1, Kano Y2, Ohkuma T3,  Morita M4

1NAIST, 2Shizuoka Univ, 3Fuji Xerox, 4Okayama Univ

Medical NLP for Web Document 
(MedWeb)

The 4th Round of MedNLP Task Workshop

8つの症状・疾患に関する擬似ツイートを
マルチラベル分類するタスク
インフルエンザ，下痢／腹痛，花粉症，咳／喉の痛み，
頭痛，熱，鼻水／鼻づまり，風邪
9グループが結果を提出

Sample tweets



Performances in Japanese Subtask 
19 participating systems and 2 baseline systems

センサ性能
2017年1～16週の報告感染者数 (reported)と予測数 (estimated)の相関

結果
188ケース（4期間（=16週間/4週間）×47都道府県）で検証

ケース1 (r=0.39)
下降型
人口100万人以下
の15都道府県

ケース2 (r=0.22)
上昇型
人口100万人以下
の15都道府県

迅速・網羅的病原体ゲノム解析法の開発及び感染症
危機管理体制の構築に資する研究
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「流言クラウド」 デマを抽出する文字列パターン

「 ＊ 」という

デマを産むもの
伝言ゲームの過ち [Galport1947]

デマの流布量＝ 重要性 × 曖昧さ
合理的コミュニケーション [Sibutani1966]

人々による意味確認の合理的解釈（合理的コミュ
ニケーション）

BUT: ネット上でのデマでは
面白さがデマをドライブする
面白ければ，だれも信じていないのに広がるデマ
さえある
なぜデマの訂正がうまくいかないのか＝面白くな
いから？

この情報が間違っている場合，自分に
とって有害ですか？
この情報が間違っている場合，自分以外
の他者にとって有害ですか？

1：強く同意しない
2：同意しない
3：どちらともいえない
4：同意する
5：強く同意する

他者の情報リテラシーを軽視
自分にとっては有害ではないが
他人にとっては有害だと思う 背景はじめに

Twitterを扱う
ブログを扱う
ブログで病気を捉える
ブログと感情

おわりに



「＜患者＞による記録を活かす
ラウンドテーブル」設立

(2014年度より3回開催)

認知症発症数と医療費

65歳以上の高齢者における
認知症の現状

（平成22年時点の推計）

医療費：数千億円
介護費：６兆～

７兆円
＊既に算出している英
国並みと仮定すると：
全体で10-14.5兆円超

膨大な医療費

4人に１人！

早期介入が有効

認知症者の潜在使用語彙量*の変遷

これから言う言葉
を言ってみてくだ
さい。桜 猫 電
車 次に身長・体
重・尿・血液検査
をして一日目は終
わった。緊張から
開放されると大き
なため息がでた。
なんで桜や猫なん
だ……と帰りの車
の中でいらいらし
た。

パソコンで文字が
かけていたわたし
ですがなぜか文字
の変換が出来ない
今日です。言葉を
かくにはそれなり
の言葉をさがし読
んでいただける言
葉にすれなはとは
よういではなしの
です。とみにその
かいすが多くなっ
た。

2006年 日記開始直後 2010年
（誤字も原文そのまま転載）

*[Aramaki+, 2012]
発症以前から語彙量減少の可能性

Snowdonや Kemper
にて英語言語にて認知
症者の語彙力が発症の
３０年前からも予測で
きる可能性を示唆能性をを示示唆唆ををををををををををををををををををををを示示

Snowdon, D. A., Kemper, S., Mortimer, J. A., Greiner, L. H., 
Wekstein, D. R., & Markesbery, W. R. (1996). Linguistic 
ability in early life and cognitive function and Alzheimer’s 
disease in late life: Findings from the Nun Study. Journal of 
the American Medical Association, 275, 528‐532.



語彙量推定システム：宮部，四方，久保，荒牧, GNWS2014. 他 ベストプレゼンテーション・ベストペーパー賞 ・山下記念賞 2015

Web ver. Tablet ver.
IPhone ver. Text ver.

それは，あのー，我が家で…孫が，自分の目指す大学に，
無事，入学したことであります．えー，我が家に，えー，
おいては，私の父の代から，あまり教育は，施されて来
なかったんですけれども，ようやく，私の…系図の中で
…，孫が，自分の目指す大学に，無事，入学できたのは，
本当に，えー，嬉しいことでございます．

孫が無事に希望大学に入学した．我が家は父の時代から
あまり教育されてこなかったが，ようやく孫が大学に入
学できて嬉しい．

要約した際の圧縮率

語彙量

構文能力

冗長性

論理性

具体性

文章要約技術

構文解析技術

固有表現抽出技術

言語能力と言語処理

言語習得度推定

談話構造解析技術

構文の複雑さ= 
Dependency Distance

構文解析
あらゆる解析結果Tの中から，もっとも解析確率の高
い解釈を選ぶ

文の生成確率
 構文の自然さ

その時の確率を文の自然さとみなす

2014～英語圏において増加する言語測定
研究グループ 疾患 サンプル NLP measure Classification Method

Roark 
(Roark, Mitchell et al. 2007)

認知症予備軍
（認知症） 55 Lexical Features,

Syntactic Features N/A

Pakhomov
(Pakhomov, Smith et al. 2010) 前頭側頭葉変性症 38 Acoustic Feature

Lexical Features ANOVA

Fraser 
(Fraser, Rudzicz et al. 2013) 失語症 24 Acoustic Features

Lexical Features
Naïve Bayes, Support Vector 
Machine, Random Forest

Rouhizadeh (Rouhizadeh, Prud’hommeaux et al. 
2014)

自閉スペクトラム障害
（発達障害） 60 Lexical Features Similarity (Word overlap)

Orimaye
(Orimaye, Wong et al. 2014)

アルツハイマー症
（認知症） 484 Syntactic Features, 

Lexical Features
SVM, Naïve Bayes, Decision 
Tree, Neural Networks, Bayes 
Nets

Lamers
(Lamers, Truong et al. 2014) うつ病 3 Acoustic Feature N/A

Fraser
(Fraser et al. 2016)

アルツハイマー症
（認知症） 477

Lexical Features, Syntactic 
Features
Acoustic 

Regression

Yancheva
(Yancheva et al. 2016)

アルツハイマー症
（認知症） 266 Lexical Features

Acoustic Random Forest

Santos
(Santos et al. 2017)

認知症予備軍
（認知症） 86/corpus

Lexical Features, Topological 
Characterization of Networks, 
BoW

Gaussian Naïve Bayes, k-NN, 
SVM, RBF, RF

Sirts
(Sirts et al. 2017)

アルツハイマー症
（認知症） 307 Lexical Features Regression

Orimaye
(Orimaye et al. 2017) Probable AD 198 Syntactic Features, 

Lexical Features SVM

本研究グループも日本語バンクを構築中



Bio-Bank & Episode-Bank

Episode-bankとは特定のテーマについて人々が
書く／話す内容（ナラティブ）の基準データ
これを基準に解析を行う

語りの標準データ

語りの標準データ語りの標準デ タ

頻度の大きい上位10単語

背景はじめに
Twitterを扱う
ブログを扱う
おわりに

同時進行する研究
認知症だけでなく

多くの神経／精神疾患が潜在的応用先

第一回 当事者の語りに関する学際的研究
についての意見交換会メンバ
（荒牧英治・熊谷晋一郎 主催）

【臨床医学】
笠井清登（東京大学）：診断、特性・効果測定
【当事者研究】
上岡陽江（ダルク女性ハウス）：プログラム設計
向谷地生良（北海道医療大学）：プログラム設計
【社会学】
浦野茂（三重県立看護大学）：EMCA
坊農真弓（国立情報学研究所）：会話分析
馬塚れい子（理化学研究所）：韻律分析
【脳科学】
松元健二（玉川大学）：責任帰属・自伝的記憶とDMN
内藤栄一（情報通信研究機構）身体図式とSLF



東大病院 笠井清登教授（精神医学） 総研大 長谷川真理子教授（進化生物学） 理研 藤井直敬PL（神経科学）
との協同研究

Birth Order, Family Size, and 
Intelligence
Lillian Belmont, Francis A. Marolla

Yesterday Tomorrow Ratio

|昨日|

|明日|

|Yesterday|

|Tomorrow|

|Gestern|

|Morgen|

|Ieri|

|Domani|

|Heir|

|Demain|

|Kahapon|

|Bukas|

[久保..荒牧2014]

GDPとYTR 注目される言語＋医療 (最近の報道)

Publication 外部獲得資金

NAISTソーシャルコンピューティング研究室
PI：特任准教授・荒牧英治


